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【次期都市マス 今後のまちづくりで 

重視すべき主要課題】 

視点１“まちの構造” 

視点２“まちの生活” 

視点３“まちの空間” 

視点４“まちの安全” 

視点５“まちの運営” 

 

【次期都市マス 

  分野別の課題】 

人口動向 

 

土地利用 

 

交通体系 

 

都市基盤・ 
都市施設 

 

産業構造 

 

都市災害 

 

文化・歴史 

 

都市経営 

 

 

【市民アンケート調査での市民の将来像に対する主なご意見】 

問：草津市が重点的に進めるべきまちづくりの分野 
 

問：草津市がめざすべきまちづくりの将来像 
 

問：まちづくりへの参加意欲 
 

 
上位５つ 
の回答 

 
上位５つ 
の回答 

まちづくりへの参加に
対して約 90％の 
前向きな回答 

 草津市が重点的に進めるべきまちづくり

の分野としては、歩いて暮らせる市街地の

形成や公共交通機関の充実といった“まち

の構造”に関する回答が多い状況です。 

また、自然災害への防災・減災、防犯、

安全な交通環境といった“まちの安全”に

関する回答も多く見られます。 

 草津市がめざすべきまちづくりの将来像に

ついて、上位５つの回答としては、特に“ま

ちの安全”に関する回答が多く、次いで、住

環境の快適さ等に関する“まちの生活”や、

公共交通の利便性が高く出かけたくなるま

ちといった“まちの構造”に関する回答が多

い状況です。 

また、自然環境に恵まれ環境負荷が少

ないまちといった“まちの空間”に関する回

答や、趣味やレジャーの場が多く、生きがい

を感じながら学べるまちといった“まちの運

営”に関する回答も比較的多い状況です。 

 まちづくりへの参加意欲に関しては、「協力を求めら

れれば参加する」や「面白そうな行事なら参加した

い」といった、まちの活動に対して魅力を感じてもらえ

れば、参加してもらえる可能性がある潜在的な方も

含めると、約 90％が前向きな回答をしており、本市で

は、今後のまちづくりでの市民による大きな活力の可

能性を持っていると言えます。 


